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ク
ラ
ス
全
員
が
学
び
に
参
加
す
る
授
業
形
態
の
一
つ
と
し
て
、

学
び
合
い
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
な
ぜ
学
び
合
い
が
有
効
な
の
か
、

全
て
の
生
徒
が
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
よ
う
に
な
る
の
か
、

疑
問
を
感
じ
て
い
る
先
生
も
少
な
く
な
い
。

本
特
集
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
学
校
事
例
を
通
し
て
、

学
び
合
い
に
よ
る
生
徒
の
変
化
と
そ
の
実
践
の
工
夫
を
考
え
る
。

「
授
業
」で
生
徒
を
、学
級
を
伸
ば
す

　
第

 3
回

学
び
合
い

│
ク
ラ
ス
全
員
が
学
び
に
参
加
す
る
授
業
│

特
集
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課
題
整
理

学び合いに関する疑問・不安

学び合いで本当に学力が付くのか分から
ない

特定の学力層の生徒しか伸ばせないので
はないか

荒れている学校や落ち着きのない学校で
も成立するのか

孤立する生徒はいないのか

まず何から始めれば良いのか分からない

学び合いの具体的な方法が分からない

今の学び合いで良いのか、学び合いになっ
ていないのではないかと不安

保護者から理解を得にくい

導入に消極的な教師が多く、学校全体の
取り組みに発展しない

関心はあるが……

取り入れてみたいが……

既に取り組んでいるが……

学
び
合
い
の
現
状
と

授
業
に
取
り
入
れ
る
際
の
工
夫

小
誌
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
は
、

学
び
合
い
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
不
安
を
感
じ
て
い
る
先
生
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
回
紹
介
す
る
３
校
で
は
、
同
様
の
課
題
を
少
し
ず
つ
改
善
し
た
結
果
、
生
徒
や
教
師
に
変
化
が
見
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
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特集

「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第 3 回

学び合い─クラス全員が学びに参加する授業─

学び合いで大切なこと

●自立した学習集団を目指して、目標を語り続ける
●教師が教え込むのではなく、教師が提示した課題に対して生徒が自由に
グループをつくり、学び合う

上越教育大 西川純教授
▶ P. 6

学校事例にみる実践の工夫

小牧市立北里中学校
▶ P. 10

松川町立松川中学校
▶ P. 16

佐賀市立東与賀中学校
▶ P. 21

●机の並べ方やグループ分けなどの「型」ではなく、学び合いの考え方を
取り入れてみる

●できる教科・単元から取り組む

●３年間の視点で考え、１年目は学び合いのスキル指導に重点を置く

小牧市立北里中学校
▶ P. 10

松川町立松川中学校
▶ P. 16

佐賀市立東与賀中学校
▶ P. 21

●模擬授業や「学び合い通信」の発行で目指す授業像を共有する

●成績だけでなく、人間関係や学習意欲、自己肯定感を丁寧に育てる 

●成果を焦らず、生徒を信じて続ける
●授業公開や「学び合い通信」の発行で保護者の理解を得る

学校事例に見る子どもたちの変化

小牧市立北里中学校
▶ P. 10

松川町立松川中学校
▶ P. 16

佐賀市立東与賀中学校
▶ P. 21

●生徒が学びを楽しむようになる
●課題を終えても『分かったつもり』のままにせず、納得するまで求め続
けるようになる

●仲良しグループを超えて、課題解決のためにグループを横断的に動き、
新たな人間関係が生まれる
●複数の『分からない』が学力上位層の理解を揺るがし、更なる学習行動
へと動かす

●ノートすら取らなかった生徒が途中まで解答を考え、どこまで分かり、
どこが分からないかを友だちに説明できるようになる


